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a感染33～36日齢で死亡または致死的病態（スコア3）となった
b感染7週間まで経過観察
。偽接種のために正常マウス脳乳剤を脳内接種
a感染24～31日齢で死亡または致死的病態となった
b感染8週間まで経過観察
。偽接種のために正常マウス脳乳剤を脳内接種
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図1CRNP5株感染ラットでは大脳皮質菲薄化を伴う脳室拡張（hydrocephalus　ex　vacuo）。
　　海馬CA3領域の錐体細胞の変性・脱落による配列の乱れ，海馬歯状回穎粒層に海馬穎
　　粒細胞層の変性，壊死とアポトーシス。
石灰化巣，2．星状膠細胞の活性化と増加，3．神経
細胞と星状膠細胞におけるウイルス抗原の分布が観
察された。CRP3株接種個体では海馬歯状回の萎縮
と海馬穎粒細胞層の変性，壊死とアポトーシスが主
要な病変として認められた。CRNP5株株接種個体で
は1．脳室拡張（海馬萎縮と大脳外套幅の減少×図D，
2．海馬CA3領域の錐体細胞の変性・脱落による配
列の乱れ，海馬歯状暉暉粒層に海馬穎粒細胞層の変
性，壊死とアポトーシスが観察された（図1）。尚，
これまでの報告ではヌードラットに対するBDV感染
では病変は指摘されていない（2）。
ウイルス分離
　CRNP5とCRP3株感染ラットからウイルスが回収
され，大脳皮質，脳幹部及び小脳に分割してウイル
ス力価を測定したところ，BDV－CRP3株感染群に比
べBDV－CRNP5株感染群では脳幹部のウイルス力価
が高かった。
4．要　約
1．実験童および2においてCRP3株感染ラットは発
症せず，CRNP5株は全例発症し，観察期間中に全例
が死亡または重篤な症状（スコア3）となった。
2．CRP3株およびCRNP5株感染ラットの脳では全例
で，海馬病変を主体とする非炎症性の脳病変（脳症）
が認められた。
3．CRNP5株感染ラットでは大脳皮質菲薄化を伴う
脳室拡張（hydr㏄ephalus　ex　vacuo）が認められた。
4．CRP3株とCRNP5株感染ラットの脳では神経細胞
を主体とするBDV陽性所見が存在していた。
5．偽接種群のヌードラットは実験1及び2において
臨床症状が認められず組織学的に正常であった。
6．脳を大脳皮質，脳幹部及び小脳に分割してウイル
ス力価を測定したところ，BDV－CRP3株感染群に比
べBDV－CRNP5株感染群では脳幹部のウイルス力価
が高かった。
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7．ボルナ病ウイルス感染ではT細胞性免疫応答を介
さない発症機序があり，発症程度及び病変はウイル
ス株により異なることが示唆された。
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